
浮いて待て！

７月１２日（金）、４・５・６年生を対象に、群馬水辺安全
協会の皆様を講師にお招きして、水難事故防止教室を行いまし
た。
はじめに、ライフジャケットの必要性についてお話を聞き、
実際に着用して、水に浮く体験をしました。続いて、救助を待
つときの訓練も行いました。
次に、ペットボトルで浮きの体勢を保つ訓練を行い、最後に、
何も持たずに浮きの体勢を保つ訓練を行いました。
さすがに５・６年生は、昨年度・一昨年度の経験を生かして、
さらに上達した姿を見せてくれました。
人間の体は、浮いたときに全体の２％程度しか水面に出ない
ようです。その２％を鼻と口に頼り、浮き続けることができる
とのことです。ですから、いかにライフジャケットが命を守る
道具として有効かを、実体験できた児童は、そのことを身を
もって感じることができました。








